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『
結
婚
で
き
な
い
男
』（
2
0
0
6
年
） 

脚
本
：
尾
崎
将
也

主
演
：
阿
部
寛
、
夏
川
結
衣

『
想
い
出
づ
く
り
』（
1
9
8
1
年
） 

脚
本
：
山
田
太
一

主
演
：
森
昌
子
、
田
中
裕
子
、
古
手
川
祐
子

1
9
8
0
年
代
以
降
、テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
恋
愛
・
結
婚
・
家
族
は
ど
う
描

か
れ
て
き
ま
し
た
か
？

　

1
9
8
0
年
代
か
ら
今
日
ま
で
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
描
く
恋
愛
・
結

婚
・
家
族
の
形
は
、社
会
構
造
の
変

化
と
と
も
に
大
き
く
変
遷
し
て
き

ま
し
た
。現
代
を
舞
台
に
す
る
ド

ラ
マ
は
、制
作
当
時
の
社
会
情
勢
や

人
々
の
価
値
観
を
鋭
敏
に
反
映
す

る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、私
た
ち
の
意

識
と
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
い
ま

す
。

　

1
9
8
0
年
代
当
時
、女
性
の

平
均
初
婚
年
齢
は
24
～
25
歳
で
、ま

だ
「
結
婚
適
齢
期
」と
い
う
言
葉
が

生
き
て
い
た
時
代
で
し
た
。山
田

太
一
脚
本
の『
想
い
出
づ
く
り
』　1

（
1
9
8
1
年
）で
は
、適
齢
期
を
迎

え
た
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
が
「
結
婚
ま

で
に
自
分
ら
し
く
生
き
た
足
跡
を

残
そ
う
」と
模
索
す
る
姿
が
描
か
れ

ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
社
会
は
、結
婚
・

出
産
を
機
に
女
性
が
退
職
し
、30

代
前
半
に
か
け
て
就
業
率
が
落
ち

込
む
「
M
字
カ
ー
ブ
」*

が
顕
著

な
時
代
。し
か
し
、女
性
が
働
き
続

け
、経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
に
つ

れ
て
、結
婚
は
「
人
生
の
絶
対
的

な
義
務
」で
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。2
0
0
0
年
代
以
降
に
は
、『
結

私たちの日常に寄り添い、時に社会のトレンドを生み出してきたテレビドラマ。画面の向こうで描かれる「恋愛・

結婚・家族」の姿は、時代の変化を反映し、私たちが歩んできた道のりでもあります。1980 年代は、安定成

長期からバブル経済へと移行し、人々のライフスタイルが大きく変化した時代でした。「恋愛・結婚・家族」に

ついての意識が画一的な形から多様性へと向かい始めたスタート地点と言えるでしょう。1980 年代を起点

にして、テレビドラマは、私たちの生き方をどう映し出してきたのでしょうか。長年にわたりドラマ研究を重ねて

こられた藤田真文さんにお話を伺いました。

特集１

法政大学社会学部メディア社会学科教授。専攻はメ
ディア論、マスコミュニケーション論、テレビドラマ研究。
著書に『テレビドラマ研究の教科書－ジェンダー・家族・
都市』（青弓社）、『ギフト、再配達－テレビ・テクスト入門』

（せりか書房）、編著に『メディアの卒論－テーマ・方法・
実際 [第2 版 ]』（ミネルヴァ書房）、共編著に『メディア
が震えたーテレビ・ラジオと東日本大震災』（東京大学
出版会）、共著に『ニュース空間の社会学－不安と危機
をめぐる現代メディア論』（世界思想社）など。

藤
ふ じ

田
た

真
ま

文
ふ み

さんProfile

* 女性の年齢階級別労働力率（働く人の割合）をグラフにした場合、結婚・出産の時期にあたる 20代後半から30代にかけて就業率が低下し、子育てが落ち着いた 40 代以降に再び上昇してアルファベットの「M」
のような形状を描く現象のこと。　　

本
文
中
で
紹
介
し
た
ド
ラ
マ

１２
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『
最
高
の
離
婚
』（
2
0
1
3
年
） 

脚
本
：
坂
元
裕
二

主
演
：
瑛
太
、
尾
野
真
千
子

『
や
ま
と
な
で
し
こ
』（
2
0
0
0
年
） 

脚
本
：
中
園
ミ
ホ
・
相
沢
友
子

主
演
：
松
嶋
菜
々
子
、
堤
真
一

『
プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
』（
2
0
0
7
年
） 

脚
本
：
金
子
茂
樹

主
演
：
山
下
智
久
、
長
澤
ま
さ
み

『
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
』

（
2
0
1
6
年
） 

脚
本
：
野
木
亜
紀
子

主
演
：
新
垣
結
衣
、
星
野
源

『
金
曜
日
の
妻
た
ち
へ
』

第
１
作
（
1
9
8
3
年
）

脚
本
：
鎌
田
敏
夫

主
演
：
古
谷
一
行
、
小
川
知
子

『
ぼ
く
た
ち
ん
家
』（
2
0
2
5
年
）

脚
本
：
松
本
優
紀

主
演
：
及
川
光
博
、
手
越
祐
也

『
ず
っ
と
あ
な
た
が
好
き
だ
っ
た
』

（
1
9
9
2
年
）

脚
本
：
君
塚
良
一

主
演
：
賀
来
千
香
子
、
布
施
博

お
い
て
結
婚
は
「
ゴ
ー
ル
」で
は
な

く
、「
共
同
生
活
の
同
志
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）」に
な
る
こ
と
と
し
て
描
か

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

家
族
の
描
き
方
も
変
化
し
て
い
ま
す

か
？

　

家
族
の
描
き
方
も
ま
た
、家
父
長

制
的
な
縛
り
の
変
化
と
と
も
に
移

り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
8
0
年
代
の『
金
曜
日
の
妻

た
ち
へ
』   7
シ
リ
ー
ズ
で
は
夫
婦
間

の
不
倫
が
日
常
的
に
描
か
れ
ま
し

た
が
、最
終
的
に
は
元
の
家
族
形

態
を
維
持
す
る
結
末
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、か
つ
て
の
定
番

だ
っ
た「
嫁
姑
の
対
立
」
も
、90
年

代
の “
冬
彦
さ
ん
”で
記
憶
に
残
る

『
ず
っ
と
あ
な
た
が
好
き
だ
っ
た
』 　8

（
1
9
9
2
年
）あ
た
り
を
境
に
減

少
し
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
代
以
降
は
「
絶

対
的
な
正
解
と
し
て
の
家
族
モ
デ

ル
」が
消
失
し
、家
族
の
拘
束
力
は

弱
ま
っ
て
い
き
ま
す
。現
実
の
社
会

変
化
と
ド
ラ
マ
の
表
現
は
、時
に
ズ

レ
を
含
み
な
が
ら
も
、互
い
を
映
し

合
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
『
ぼ
く

た
ち
ん
家
』　9
（
2
0
2
5
年
）の

よ
う
に
、血
縁
関
係
の
な
い
者
同
士

が
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
姿
を
描
く

作
品
も
登
場
し
ま
し
た
。

婚
で
き
な
い
男
』  2 （
2
0
0
6
年
）

で
40
代
の
独
身
建
築
家
が
女
性
た

ち
と
の
出
会
い
や
衝
突
を
経
て
、自

身
の
生
き
方
や
結
婚
に
つ
い
て
少

し
ず
つ
向
き
合
い
つ
つ
も
「
結
婚

し
な
い
」と
い
う
選
択
肢
が
描
か
れ
、

『
最
高
の
離
婚
』  3（
2
0
1
3
年
）

で
は
、性
格
も
考
え
方
も
異
な
る

夫
婦
が
離
婚
を
通
し
て
お
互
い
を

見
つ
め
直
す
関
係
性
が
描
か
れ
る

な
ど
、結
婚
の
前
提
そ
の
も
の
を
問

い
直
す
作
品
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
結
婚
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」の

ド
ラ
マ
が
な
ぜ
多
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　

か
つ
て
、ド
ラ
マ
に
お
け
る
恋
愛

と
結
婚
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

ま
し
た
。「
運
命
の
相
手
と
出
会
い
、

恋
愛
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
結
婚
す
る
」

と
い
う
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」が
主
流
だ
っ
た
の

で
す
。

　

90
年
代
の
ト
レ
ン
デ
ィ
ド
ラ
マ

を
経
て
、2
0
0
0
年
代
の『
や
ま

と
な
で
し
こ
』  4
（
2
0
0
0
年
）

で
は
「
愛
よ
り
お
金
」と
信
じ
る
美

女
が
、貧
乏
だ
け
ど
心
優
し
い
男
性

と
真
実
の
愛
に
目
覚
め
る
ス
ト
ー

リ
ー
で
し
た
。も
う
少
し
後
の『
プ

ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
』   5
（
2
0
0
7

年
）で
も
同
様
で
、幼
馴
染
み
の
女

性
の
結
婚
式
で
、も
し
自
分
が
告
白

し
て
結
ば
れ
て
い
た
な
ら
…
と
タ

イ
ム
リ
ー
プ
す
る
設
定
で
、一
途
な

想
い
の
先
に
結
婚
を
据
え
る
価
値

観
は
長
く
支
持
さ
れ
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、『
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役

に
立
つ
』  6
（
2
0
1
6
年
）の
登
場

に
よ
り
、そ
の
描
き
方
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。こ
の
作
品
は
、家
事
労
働

の
対
価
を
可
視
化
し
、結
婚
を
「
家

族
の
共
同
経
営
」と
定
義
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
好
き
だ
か
ら
無
償
で
働

く
（
好
き
の
搾
取
）」と
い
う
従
来

の
恋
愛
至
上
主
義
へ
の
問
題
提
起

で
あ
り
、経
済
的
・
心
理
的
な
安
定

を
動
機
と
す
る
結
婚
を
肯
定
す
る

も
の
で
し
た
。最
終
回
で
入
籍
、事

実
婚
、別
居
婚
な
ど
多
様
な
道
が
示

さ
れ
た
よ
う
に
、現
代
の
ド
ラ
マ
に

藤田真文さん

３４５６7８9

特  集

1 テレビドラマが映す恋愛・結婚・家族
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サ
ポ
ー
ト
す
る
夢
の
よ
う
な
世
界

観
が
共
感
を
呼
び
、最
近
の
『
じ
ゃ

あ
、
あ
ん
た
が
作
っ
て
み
ろ
よ
』  12

（
2
0
2
5
年
）
で
も
、
料
理
を
は

じ
め
と
す
る
家
事
を
女
性
だ
け
に

背
負
わ
せ
る
不
均
衡
に
鋭
く
切
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、「
ケ
ア
は

性
別
を
問
わ
ず
家
族
の
誰
も
が

担
え
る
も
の
で
あ
り
、
家
族
以
外

に
頼
る
こ
と
も
可
能
だ
」
と
い
う

選
択
肢
を
提
示
し
、
根
深
い
性
別

役
割
分
業
の
妥
当
性
を
問
い
か
け

て
い
ま
す
。
現
実
に
は
未
だ
女
性

へ
の
負
担
が
偏
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
ド
ラ
マ
は
今
も
繰
り
返
し
こ

の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
ド
ラ
マ
は
何
を
描
い
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

　

近
年
の
日
本
の
ド
ラ
マ
は
、
悪

意
の
な
い
「
優
し
い
日
常
」
の
中
で
、

恋
愛
や
結
婚
を
前
提
と
し
な
い
人

間
関
係
を
描
く
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
劇
中
で
女
性
の

活
躍
は
描
か
れ
る
も
の
の
、「
組

織
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
き
、

地
位
を
築
い
て
い
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
は
未
だ
不
足

し
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
。女
性
が
働
く
こ
と
の「
大
変
さ
」

だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
姿
や
、
そ
れ
を
支
え
る

職
場
の
変
化
な
ど
も
、今
後
は
も
っ

と
見
て
み
た
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

日
本
の
ド
ラ
マ
に
お
け
る
結
婚

や
家
族
は
、
縛
り
か
ら
解
放
さ

れ
、
個
人
の
自
由
な
選
択
を
尊
重

す
る
方
向
へ
と
進
化
し
て
き
ま
し

た
。「
普
通
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
が

崩
壊
し
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ド

ラ
マ
は
「
な
ぜ
共
に
生
き
る
の
か
」

と
い
う
本
質
的
な
問
い
へ
の
答
え

を
、
心
理
的
な
安
心
感
や
新
た
な

連
帯
の
形
の
中
に
模
索
し
続
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
描
く
現
代
社

会
、
そ
の
中
の
女
性
や
家
族
を

視
聴
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
視
聴

者
は
同
時
代
に
生
き
て
い
る
感
覚

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

S
N
S
な
ど
の
情
報
に
よ
っ
て
個

別
化
、
あ
る
い
は
分
断
さ
れ
る
現

代
社
会
で
、
そ
の
時
代
の
社
会
の

在
り
方
や
課
題
に
目
を
向
け
る
た

め
に
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
も
た

ら
す
共
感
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
結
婚
し
て
も
し
な
く
て
も
い

い
」「
子
ど
も
を
持
っ
て
も
持
た
な

く
て
も
い
い
」
と
い
う
選
択
肢
が

あ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、逆
に
「
家

族
で
あ
る
意
味
」
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
の
ド
ラ
マ
で
は
、
血

縁
の
強
さ
よ
り
も
、「
個
人
の
居

心
地
の
良
さ
」
や
「
ゆ
る
や
か
な

つ
な
が
り
と
し
て
の
共
同
体
」
へ

関
心
が
移
っ
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。    

家
事
に
つ
い
て
の
ド
ラ
マ
が
最
近
多

い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

結
婚
や
家
族
を
め
ぐ
る
意
識
の

変
化
は
、
劇
中
の
「
家
事
や
育
児

の
描
写
」
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い

ま
す
。

　
『
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ダ
ッ
ド
』

 

  10

（
2
0
0
4
年
）
で
は
専
業
主
夫

と
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
逆
転
劇

が
描
か
れ
、
前
述
の
『
逃
げ
恥
』　

（
2
0
1
6
年
）
は
ケ
ア
労
働
を

誰
が
担
う
の
か
と
い
う
視
点
を
世

に
問
い
ま
し
た
。
か
つ
て
女
性
の

役
目
と
さ
れ
た
家
事
は
、今
や
「
共

同
作
業
」
や
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
（
外
部
委
託
）」
の
対
象
と
し
て

描
か
れ
ま
す
。

　
『
私
の
家
政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん
』  11

（
2
0
2
0
年
）
で
は
、
仕
事
に

奮
闘
す
る
女
性
を
男
性
家
政
夫
が

『
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ダ
ッ
ド
』（
2
0
0
4
年
） 

脚
本
：
尾
崎
将
也
・
旺
季
志
ず
か

主
演
：
阿
部
寛
、
篠
原
涼
子

『
私
の
家
政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん
』

（
2
0
2
0
年
） 

脚
本
：
徳
尾
浩
司
、
山
下
す
ば
る

主
演
：
多
部
未
華
子
、
大
森
南
朋

『
じ
ゃ
あ
、
あ
ん
た
が
作
っ
て
み
ろ
よ
』

（
2
0
2
5
年
） 

脚
本
：
安
藤
奎
、
加
藤
法
子
、
上
野
詩
織
、

中
屋
敷
法
仁　

主
演
：
夏
帆
、
竹
内
涼
真

テレビドラマが映す恋愛・結婚・家族
特  集

1

『テレビドラマ研究の教科書：ジェンダー・家族・都市』
藤田真文著／青弓社（2024.10）

藤田真文さんの
著書です！

MIW 情報ライブラリにも
所蔵しています。
ぜひお手に取って

ご覧ください。

101112



（左から）アーヤ藍さん、吉田恵里香さん

5

年代 社会の主な出来事
男女共同参画の動き

恋愛・結婚・家族についての代表的な
テレビドラマ ドラマに描かれた恋愛・結婚・家庭の特徴

バブル景気（1986 ～）
昭和から平成へ（1989）

女子差別撤廃条約署名（1980）
男女雇用機会均等法施行 （1986）

『想い出づくり』（1981）
『金曜日の妻たちへ』（1983）　
『男女 7 人夏物語』（1986）
『男女 7 人秋物語』（1987）
『抱きしめたい』（1988）

・性別役割分業は盤石だが、「個人」の欲求が可視化され
   はじめる
・専業主婦の不倫や、都市部で働く男女の軽やかな恋愛が
　登場
・結婚は「女性の幸福の終着点」
・不倫をしても結局は家庭に回帰

バブル崩壊（1991〜）
少子化 1.57 ショック（1990）
就職氷河期（1993 ～）
阪神・淡路大震災（1995）
インターネット普及

育児・介護休業法成立（1995）
男女共同参画社会基本法施行 （1999）
共働き世帯の増加

『東京ラブストーリー』（1991）
『ずっとあなたが好きだった』（1992） 
『長男の嫁』（1994）
『愛していると言ってくれ 』（1995）
『ロングバケーション』（1996）

・女性の自立と「自分らしさ」の追求
・仕事を持ち、恋愛に能動的な女性像が確立
・女性の初婚年齢は上がってきたものの、依然として結婚
　への強い社会的圧力を感じる
・嫁姑問題が描かれるが、極端な例として強調されたり
  コミカルに描かれる

介護保険制度開始（2000）
非正規雇用の拡大（2003～規制緩和）
郵政民営化（2007）
婚活ブーム 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護等に関する法律成立（2001）

『やまとなでしこ』（2000）
『アットホーム・ダッド』（2004）
『結婚できない男』（2006）
『プロポーズ大作戦』（2007）
『Around40 ～注文の多いオンナたち～』
（2008）

・格差社会の到来
・「生存戦略」としての結婚
・女性の経済力やキャリアへの注目
・未婚・晩婚化が可視化
・生き方の多様性を模索
・根強いロマンティック・ラブ・イデオロギー

東日本大震災（2011）
アベノミクス始動（2012）
SDGs（2016 スタート）

「ダイバーシティ2.0行動ガイドライン」
策定（2017）
働き方改革関連法施行（2019）
平成から令和へ（2019）

待機児童問題「日本死ね」（2016）

『カーネーション』（2011）
『最高の離婚』（2013）
『逃げるは恥だが役に立つ』(2016）
『まだ結婚できない男』(2019）
『凪のお暇』（2019）

・家事労働の再定義とパートナーシップ
・「愛があれば」という精神論ではなく、家事労働の対価
　や契約としての結婚を提示
・性別役割分業に対する違和感と問い直し
・恋愛や結婚が呪縛や抑圧の原因として描かれる
・世間の「こうあるべき」からの逸脱

コロナ禍（2020 〜 2023）
こども家庭庁発足（2023）
日本初の女性総理大臣誕生（2025）

LGBT 理解増進法成立（2023）
女性活躍推進法改正（2026）

『私の家政夫ナギサさん』（2020）
『大豆田とわ子と三人の元夫』（2021）
『虎に翼』（2024）
『じゃあ、あんたが作ってみろよ』（2025）
『ぼくたちん家』（2025）

・家事労働やケアワークをだれが担うのか
・「結婚＝ゴール」からの解放
・離婚を失敗と見なさない価値観
・異性愛・恋愛至上主義に縛られない友情
・再構成される家族（クィア含む）

テレビドラマにおける恋愛・結婚・家族の描かれ方 − 1980年代 〜 2020年代

１
９
８
０
年
代

１
９
９
０
年
代

２
０
１
０
年
代

２
０
２
０
年
代

『虎に翼』の脚本家・吉田恵里香さんがMIW男女共同参画週間講演会に登壇されました！

　6月29日( 月 )、脚本家、吉田恵里香さんの講演会「今、立ち止まって問う！今日よりもっと、

いい明日のために」を開催しました。会場とオンラインのハイブリッド方式で行われ、参加者

は合計で100 名以上となる盛況ぶりでした。 

　映画探検家のアーヤ藍さんを聞き手に迎え、吉田さんが脚本家になるまでの道のり

や作品づくり、そして『虎に翼』に込めた想いが語られました。吉田さんの作品には

「女性はこうあるべき」という枠を打ち破る女性が多数登場します。「はて？」と差別

や偏見を問い直し、恐れずに怒りを表し声をあげることが、対話を生み、社会を変え

るきっかけになるというお話に、参加者は大いにエンパワーされました。私たち一人

ひとりに何ができるかを考える貴重な時間となりました。

２
０
０
０
年
代
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誰かに悩みを相談したいときに誰かに悩みを相談したいときに
“ 相談相手 ”としての AIとの付き合い方

私たちの暮らしに急速に入り込んできた対話型の生成 AI。最近では、勉強や仕事、
日常生活の話し相手など、さまざまな場面で活用されています。AI を相談相手と
して使う人が増えていますが、新しいテクノロジーには驚くようなメリットがある
半面、さまざまなリスクがあることが指摘されています。AI とジェンダーについて
研究を進めてこられた横山美和さんにお話をお聞きしました。

な
ぜ
今
、
A
I
が
こ
ん
な
に
身
近

に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

A
I
の
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
、
大
き
く
３
つ
の
ブ
ー
ム
と
冬

の
時
代
を
経
て
展
開
し
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。1
9
5
0

〜
6
0
年
代
の
第
一
次
ブ
ー
ム

で
は
「
探
索
と
推
論
」
に
よ
っ
て

パ
ズ
ル
な
ど
を
解
く
能
力
が
注
目

さ
れ
ま
し
た
が
、
複
雑
な
現
実
問

題
に
は
対
応
で
き
ず
衰
退
し
ま
し

た
。
1
9
8
0
年
代
の
第
二
次

ブ
ー
ム
は
、
専
門
知
識
を
ル
ー
ル

化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
も

の
の
、
膨
大
な
知
識
を
手
作
業
で

入
力
す
る
こ
と
が
ハ
ー
ド
ル
と
な

り
ま
し
た
。 

2
0
0
0
年
代
に

「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」*が
登
場

し
、
A
I
が
自
ら
大
量
の
デ
ー
タ

か
ら
特
徴
を
学
習
す
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
の
生
成
A
I
に
飛
躍
的

な
発
展
を
し
、
第
三
次
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
決
定
的
な
転
換

点
と
な
っ
た
の
は
2
0
2
2
年
の

C
h
a
t
G
P
T
の
無
料
公
開
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
専
門
知
識
が

な
く
て
も
、
普
通
に
人
に
話
し
か

け
る
よ
う
な
言
葉
で
操
作
で
き
る

生
成
A
I
が
広
が
り
ま
し
た
。
日

常
語
の
質
問
や
指
示
を
理
解
し
、

人
間
の
よ
う
に
自
然
な
文
章
や
画

像
を
生
成
で
き
る
点
が
、従
来
の

A
I
（
S
i
r
i
や
G
o
o
g
l
e

ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
）
と
異
な
り
画

期
的
で
し
た
。

相
談
相
手
と
し
て
A
I
は
信
頼
で

き
ま
す
か
？

　

A
I
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
こ

横
よこ

山
やま

美
み

和
わ

さん

プロフィール
都留文科大学教養学部比較文化学科准教授。「科学とジェ
ンダー」を専門とする。特に、女性科学者支援政策、産児調
節運動の歴史、AI とジェンダーの研究など。

 *   ディープラーニング ( 深層学習 ) とは人間の脳の神経回路を模した AI の学習手法で、AI が大量のデータから自ら「特徴やパターン」を見つけ出すことができる技術。現在の高度な自動翻訳や生成 AI な
　  どを支える中核的な技術。        

特集

２

0 10 20 30 40 50 60 70

「対話型 AI との関係性に関する意識調査」電通 2025 

感情を共有できる人の割合

0        　   10　          20             30            40             50             60            70%

対話型 AI

親友

母

親友以外の友人

兄弟（姉妹）

父

職場の上司や同僚

配偶者

子供

ペット

恋人

祖母

先生

祖父

無回答

孫

64.9

64.6

62.7

56.7

51.6

42.7

40.9

39.7

31.3

30.0

23.4

22.8

20.6

15.8

4.2

4.1

interview
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A
I
へ
の
相
談
に
は
、
人
に
は
言

え
な
い
よ
う
な
悩
み
が
言
い
や
す
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
人

間
相
手
だ
と
「
こ
ん
な
こ
と
で
悩
む

な
ん
て
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
」

と
思
う
こ
と
も
、
A
I
は
感
情
な

し
に
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
24
時

間
い
つ
で
も
、
す
ぐ
に
、
し
か
も
無

料
で
回
答
を
く
れ
る
の
も
大
き
な
利

点
で
す
。
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

A
I
に
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
考
え

を
整
理
し
た
り
、
も
や
も
や
し
た
気

持
ち
を
言
語
化
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。
自
分
の
悩
み
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
か
か
わ
る
も
の

か
判
断
し
て
も
ら
っ
て
、
問
題
に
気

づ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
え
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
行
政
や
民
間
企
業
が
、

子
育
て
、
若
者
の
悩
み
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
ど
、
特
定
の
分
野
に
特
化

し
た
相
談
専
用
A
I
を
提
供
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
専
門
家
の
監
修
が
入
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
汎
用
的
な
A
I

よ
り
も
信
頼
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

相
談
す
る
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

A
I
へ
の
相
談
に
は
注
意
す
べ

き
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
最

近
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
、

「
シ
コ
フ
ァ
ン
シ
ー
（
お
べ
っ
か
、

追
従
）」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
す
。

A
I
に
は
感
情
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
の
言
葉
を
過
剰
に
肯
定
し
、

お
だ
て
る
よ
う
な
言
葉
を
並
べ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

心
地
よ
い
言
葉
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
で
、
利
用
者
は
「
無
条
件

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
」
と
感
じ
て

A
I
に
依
存
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

人
間
関
係
の
な
か
で
は
、
時
に
批

判
さ
れ
た
り
異
な
る
意
見
に
接
し

た
り
す
る
こ
と
で
自
分
の
意
見
の

修
正
を
し
た
り
視
野
を
広
げ
た
り

で
き
ま
す
が
、
今
の
A
I
は
利

用
者
を
ほ
と
ん
ど
批
判
し
ま
せ
ん
。

結
果
と
し
て
利
用
者
が
現
実
の
他

者
と
の
や
り
取
り
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
社
会
的
ス
キ
ル
が
低
下

す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
し
、
思
い

込
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
し
ま
う

危
険
も
あ
り
ま
す
。
特
に
メ
ン
タ

ル
が
弱
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
A
I

の
言
葉
だ
け
を
信
じ
て
孤
立
し
て

し
ま
う
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

A
I
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
あ

り
ま
す
か
？　
　

　

A
I
に
は
「
差
別
を
学
ん
で
差

別
を
す
る
」
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
A
I
は
ネ
ッ
ト
上
の
膨
大

な
デ
ー
タ
を
学
習
し
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
人
間
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
画
像
を
生
成
す
る
際
、

「
C
E
O
（
経
営
責
任
者
）」
や
「
医

師
」
と
入
力
す
る
と
男
性
が
、「
看

護
師
」
と
入
力
す
る
と
女
性
が
出

力
さ
れ
や
す
い
と
い
っ
た
偏
り
が

依
然
と
し
て
存
在
し
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が

相
談
に
反
映
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
リ
ア
や
家
庭

の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
し
た
際
、

性
別
に
基
づ
く
偏
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
取
っ
て
し
ま
う
可
能
性

は
あ
る
の
で
す
。
企
業
側
も
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な

**   「対話型 AI との関係性に関する意識調査」電通　2025 https://release.nikkei.co.jp/attach/693477/01_202507031505.pdf
***「生成 AI 利用者の利用実態に関するアンケート」内閣府　消費者委員会　2026     https://www.cao.go.jp/consumer/kabusoshiki/ai_technology/doc/002_260331_shiryou2.pdf

0 10 20 30 40 50 600         10        20        30         40        50        60%

全 体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代
以上

女性

男性

「生成 AI 利用者の利用実態に関するアンケート」内閣府 消費者委員会 2026

生成AIの使用目的に
「悩み相談」を挙げた割合

23.3

52.4
23.3

36.9

34.0
29.1

31.1
11.7

22.3
13.6

12.6

13.6
6.8

13.6

25.2

と
は
危
険
で
す
が
、
そ
の
回
答
能
力

は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
、

A
I
を
相
談
相
手
に
す
る
人
は
と

て
も
増
え
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年

の
調
査
で
は
、「
感
情
を
共
有
で
き

る
相
手
」
と
し
て
対
話
型
A
I
を

選
ぶ
人
が
6
4.
9
%
に
上
り
、
親

友
や
母
親
と
並
ぶ
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。**
他
の
調
査
で
も
、
日

常
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
の
質
問
で
、

10
代
女
性
の
52
％
が
「
悩
み
相
談
」

と
回
答
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
を
中

心
に
A
I
へ
の
信
頼
度
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。*** 

L
I
N
E
な
ど
で
人

と
会
話
す
る
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
形
式

で
や
り
取
り
で
き
る
手
軽
さ
が
、
相

談
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特集２●誰かに悩みを相談したいときに
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解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

ほ
か
に
対
話
型
A
I
に
つ
い
て

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
？

　

利
用
者
が
入
力
し
た
情
報
を

A
I
が
学
習
し
、
漏
洩
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
使
い
慣
れ

て
警
戒
心
が
薄
れ
、
不
用
意
に
個

人
情
報
や
機
密
情
報
を
入
力
し
て

し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
情
報
漏
洩
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
個

人
情
報
や
機
密
情
報
は
入
力
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

A
I
が
答
え
を
捏
造
し
て
、
自

信
満
々
に
誤
情
報
を
提
示
す
る「
ハ

ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
も
っ
と
も
ら

し
い
嘘
）」
も
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま

す
。
A
I
は
意
味
を
理
解
し
て
回

答
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
膨
大
な
情
報
を

学
習
し
て
、「
次
に
来
る
言
葉
」
を

確
率
的
に
並
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
す
。
学
習
し
た
情
報
が
誤
っ

て
い
た
り
、
古
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
鵜
呑
み
に

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
A
I
は
存
在
し
な
い
参
考
文

献
を
で
っ
ち
上
げ
た
り
も
し
ま
す

の
で
、
も
っ
と
も
ら
し
く
見
え
て

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

A
I
と
の
健
全
な
付
き
合
い
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
A
I
と
健
全
に
付

き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
た
く

さ
ん
あ
る
「
道
具
（
ツ
ー
ル
）」
の

ひ
と
つ
と
し
て
使
っ
て
い
く
と
い

う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
決
し

て
A
I
を
唯
一
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
A
I
の
回

答
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
新
聞
、
本
、

人
と
の
会
話
な
ど
多
様
な
情
報
源

を
持
ち
、
最
終
的
に
は
自
分
自
身

で
「
考
え
」「
判
断
す
る
」
リ
テ

ラ
シ
ー
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

A
I
は
非
常
に
便
利
な
道
具
で
す

が
、
そ
の
裏
に
あ
る
バ
イ
ア
ス
や

リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切

な
距
離
感
を
保
っ
て
使
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

A
I
相
談
と
人
に
よ
る
相
談
は
異

な
り
ま
す
か
？

　

A
I
と
の
対
話
は
ス
ト
レ
ス
解

消
や
心
の
整
理
の
大
き
な
助
け
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
A
I
は
実
際
の

援
助
を
し
た
り
、
そ
の
手
配
を
し
た

り
し
ま
せ
ん
し
、
言
葉
に
責
任
を
持

つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。「
ま
だ
問

題
が
解
決
し
て
い
な
い
」「
な
ん
だ

か
心
が
晴
れ
な
い
」
と
少
し
で
も
感

じ
た
時
は
、
対
面
で
の
相
談
窓
口
を

頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
相
談
員
は
A
I
の
よ
う
に
た
だ

肯
定
し
た
り
し
ま
せ
ん
し
、
こ
の
場

合
は
こ
う
、
と
い
う
よ
う
に
瞬
時
に

も
っ
と
も
ら
し
い
回
答
を
し
た
り
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
タ

イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」

が
悪
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
専
門
の
相
談
員
や
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
、
人
間
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
し
て
専
門
家
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。「
相
談
に

乗
る
」
こ
と
は
、
実
は
高
度
な
専

門
知
識
と
ス
キ
ル
が
必
要
な
行
為
で

す
。専
門
家
は
必
要
な
訓
練
を
受
け
、

多
く
の
経
験
知
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
が
社
会

の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
を
判
断
し
、
相
談
者
の
経
歴

や
状
況
を
多
角
的
に
分
析
し
、
責
任

を
持
っ
て
問
題
解
決
に
向
け
て
伴
走

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
相
談
窓
口
も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

パートナーのこと、家族のこと、人間関係のこと LGBTQ のこと ···。
MIW 相談室は、あなたが抱えているさまざまな悩みや困りごとを一緒に
整理し、問題解決の糸口を見つけるお手伝いをしています。静かで落ち着
いた空間で、一緒に話してみませんか。（詳しくは 12 ページ参照）

MIW相談室を
ご利用ください

横山美和さん

特集２●誰かに悩みを相談したいときに



お昼休みイベント
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お
め
で
と
う！

を開催します！

● サイエンスショー「 好き！から始まるサイエンス」

● 男女共同参画川柳コンテスト 大賞発表

● 開会の挨拶

12：00 〜　区民ホール

ゲスト：すずき まどかさん
　　　　　（サイエンスパフォーマー・保育士）

■ MIW登録団体や区内大学、地域団体等の
　 ステージやブース、物販、ワークショップ
　 などを実施します!
■ 嬉しい景品つきのクイズラリーもあります！
　 MIW 祭り会場内の展示パネルやポスターの
　 中にクイズの答えを見つけて、MIWオリジ
    ナルグッズなどの景品をゲットしよう！

MIW祭りは、MIWの活動を周知するとともに、地域で活動するMIWの登録団体や区内大学、企業、その他協力団体

等が日ごろの活動を発表するイベントです。ひとりひとりが「自分らしい選択」ができ、その立場の違いを超えて「つな

がる」ことのできる「男女共同参画社会」を目指すために、一歩を踏み出してみませんか。

「かがくママ」として全国で実験ショー

および実験教室をしているゲストによ

る、子どもから大人まで楽しめる参加

体験型のサイエンスショー。あなたの

「好き！」を見つけてみませんか？

千代田区役所区民ホール・男女共同参画センターMIW

１０/2 金 １１：00～１７：00

景 品イメージ▶︎
（クリアスマホ
ショルダーバッグ）

▲️MIW 祭りの
　詳しい情報は
　こちらから

日 時

会 場

テーマ

MIW祭り準備会では登録団体の皆さんの
ご協力をいただきました！

お待ちしています！
 みなさんのご来場を

第第1414回回MIWMIW祭り祭り
第第1414回回MIWMIW祭り祭り
第14回MIW祭り
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■ 調査概要
（１）調査対象：① 満18 歳以上の区民 1,500 人　② 満13 歳〜 17 歳の区民 1,500 人　
                      ③ 区内の事業所 1,100 事業所（①〜③いずれも無作為抽出）

（２）調査期間：令和７年（2025）年８月１日〜８月２５日
（３）調査方法：郵送配布・郵送回収（インターネット回答を併用）
（４）回収率    ：① 25.7%（385 件）　② 22.3%（335 件）　③ 17.9%（197 件）

令和７年度千代田区ジェンダーに関する意識 ・実態調査

育児・介護休業取得について、「育児・介護休業を取った方がよい」と思う区民は69.6%と、令和2年の調査
（45.5%）と比べると、24.1 ポイント増加しています。育児・介護休業取得について前向きな意識が広がって
いるものの、現実的には休めないと考えている人も一定数います。

MIWを「知っている」という人は少しずつ増えています。一方で、実際に利用したことがある人はまだ多くありません。MIWでは講座や
イベント、相談などさまざまな事業を行っています。今後も多くの皆さまに利用していただけるよう、分かりやすい情報発信に努めていき
ます。

男性従業員の育児参加について、事業所側からも前向きな回答が増加しているものの、その意識には事業所の規模による違いが見られます。

※（１）調査対象の①の調査を「区民」、②の調査を「青少年」、③の調査を「事業所」と表記。各調査により設問・選択肢が異なる場合は、便宜的にまとめている。

Q.  育児休業や介護休業は男性も女性も取ることができる制度ですが、それらを取得すること
     について、どのように思いますか？

Q.  男性従業員が育児に参加することについてどう考えてどう思いますか？

Q.  千代田区男女共同参画センター MIW を知っていますか？

0                                  20                                 40                                  60                                  80                               100%     

0                                  20                                  40                                  60                                  80                               100%     

69.6 19.5 8.4

45.5

44.3

44.2

51.2

75.0

50.0

48.1

41.5

18.8

4.5

7.7

4.9

6.3

1.1

2.4

37.8 4.6 7.74.4

取得した方がよい 取得する必要はない わからない・無回答女性が取得した方がよい取得した方がよいと思うが
現実的には休めない

積極的に参加した方がよい 参加する必要はない 無回答仕事に支障のない範囲で
参加した方がよい

必要に迫られたときのみ
参加すればよい

1.31.3
凡例

区民　令和７年

区民　令和２年

凡例

１〜 30人

31〜100人

101〜 300人

301人以上

0 20 40 60 80 1000                          20                        40                         60                          80                       100%     

30.62.9

3.8 26.5

63.6

66.4

2.9

3.3

利用したことがある 知っているが、
利用したことがない 無回答知らない凡例

令和７年度調査

令和２年度調査

従  

業  

員  

規  
模  
別
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項目９

項目８

項目７

項目６

項目５

項目４

項目３

項目２

項目 1

凡例

※ 回答は各質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示している。また、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0% にならない場合がある。

令和７年度千代田区ジェンダーに関する意識 ・実態調査
千代田区では、性別による不平等がなく、誰もが自分らしい生き方を選ぶことができ、その選択肢が認められて参画
できる社会の実現を目指し、「千代田区ジェンダー平等推進行動計画」を策定しています。令和９（2027）〜14（2033）
年度を計画期間（予定）とする第７次計画策定の参考とするため、区民・事業者にアンケート調査※を実施しました。

結婚や家庭に関する考え方についてたずねた設問です。
夫は仕事、妻は家庭という考えに対して、令和７年の調査では「そう思わない」という区民の回答が、令和６年の国の調査の「そう思わな
い」「どちらかと言えばそう思わない」（64.8%）という回答より多くなっており、固定的な性別役割分担意識に否定的な考えを持つ人は、
国と比較しても多く、性別にこだわらない考え方を持つ人が増えてきたことが伺えます。

「殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつける」、「性的な行為を強要される」などの身体的
DVについては、DVだと思う比率が高いものの、「家族や友人との関わりや、外出を制限
された」り、「長時間に渡って無視し続けられた」などの精神的暴力もDVだということが、
まだ認識されていないことがわかります。

Q.「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてどう思いますか？

Q.  配偶者やパートナーによるこれらの行為を DV だと思いますか？

0                    20                  40                  60                   80                 100%     

60.0

61.0

64.7

64.9

16.9

17.1

どのような場合でも
DVだと思う

相手に非があれば
DVにならない DVだと思わない 無回答

21.3 5.5

6.5

4.7

3.9

13.2

14.018.4

13.8

14.0

12.5

13.8

1.8

1.6

1.3

1.8

11.973.8

74.5

76.6

80.5

80.5

10.1

4.4 4.7 14.3

7.3 10.9

14.03.6

0 20 40 60 80 100

国

R2

R7

凡例

0                                20                               40                                60                                80                             100%     

8.1 1.3

1.3

2.1

90.6

22.8 19.4

37.728.6

52.5

27.1

4.0

5.0

そう思う 無回答そう思わない凡例

区民　令和７年

区民　令和２年

 国　  令和６年

凡例

家族や友人との関わりや、通勤・通学・遊びのための
外出するのを制限された

交友関係や電話・メールなどを細かく監視された

長時間に渡って無視し続けられた

必要な生活費を渡されなかったり、自由にお金を使え
ないようにされた

大声でどなられる、命令される、脅されるなど、恐怖
を感じる言葉を言われた

「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」など、
傷つく言葉を言われた

アダルトビデオやポルノ雑誌を無理に見させられた

殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げつけるなど、暴力
行為を受けた

いやがっているのに性的な行為を強要されたり、避妊
に協力してもらえなかった

どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない



　

　

▲︎  ホームページ ▲︎  Facebook

▲︎  Instagram ▲  YouTube

日
本
橋
川

北
の
丸
公
園

靖国通り

至市ヶ谷

6番出口4番出口

至神保町

九段下駅
4番出口内

堀
通
り

かがやき
プラザ

　　　（ミュウ）

千代田区役所

首
都
高
速

至竹橋

至飯田橋

 九段下駅

千代田区役所10階
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MIW相談室はあなたが抱えているさまざまな悩みや困り
ごとを一緒に整理し、問題解決の糸口を見つけるお手
伝いをしています。夫婦やパートナー、
家族との関係、働き方、ハラスメント、
性に関すること、性暴力被害など、困っ
ていることがあったら、一人で悩まずご
相談ください。予約制です。（区内在住、
在勤、在学の方対象）

■編集 ・発行　千代田区男女共同参画センター 　■印刷 （株）　 教文堂　■発行日　令和 8 年 8 月 31日

■編集後記

今号の特集 1 では、テレビドラマに描かれた恋愛・結婚・家
族を取り上げました。身近なエンタメであるテレビドラマも、
あらためて振り返ると、社会の変化を的確に映し出すメディア
であることに気づかされます。 MIW では、これからもジェン
ダーの視点から社会を読み解く講座や情報を発信していきま
す。ぜひ MIW を覗いてみてくださいね。（S）

�一般相談	 月曜日/水曜日/金曜日 10：00〜14：50
	 火曜日 13：00〜17：50
　　　　　木曜日/第1・３土曜日 10：00〜12：50
法律相談	 毎月第2火曜日  10：00〜11：45（女性のみ）
�LGBTQ相談 	毎月第2・4木曜日16：30〜19：30

03-5211-4316予約専用電話

MIW 相談室

　「暑いですね〜」が口癖になっているこの頃。「暑
いだけでもイライラするのに、親とかパートナーの
こんなところにいつも以上にイライラしちゃうんで
すよ」、なんてお話も気軽に話せる雰囲気がMIW相
談室にはあります。
　最近は、「AI に案内されて男女共同参画センター
MIWを知りました」「今まで AI に相談してきたけれ
ど、人に話を聞いてもらいたいと思いました」と、
初めて利用される方もいらっしゃいます。
　暑い時期は汗がたくさん出たり、寝苦しかったり、
ぼーっとする…など、さまざまな体のサインが心の
状態を知らせてくれます。私は氷を口に入れてみて、
ほんのりと感じてくる味や舌の感覚などに注意を向
けることで、心のもやもやと一時的に離れてみてい

ます。
　時には体や心のサインに、代わりに気付いてくれ
る人や、困ったこと、悩んでいることを共有できる
人が居ても良いのではないでしょうか。MIW相談室
では、相談員が守秘義務を守りながら、一緒に共有
させていただきます。
　MIW相談室にお越しの際は、まずは電話でご予約
ください。ご利用をお待ちしています。（R）

千代田区男女共同参画センター情報誌

59
2026MIW（ミュウ）は、千代田区男女共同参画センターの愛称です。公募で区民から寄せられました。

Ｍはman（男性）、Ｗはwoman（女性）、Ｉは intercommunication（情報や意見交換）の頭文字です。

◆ 特集 2
誰かに悩みを相談したいときに
〜“相談相手”としてのAIとの付き合い方
インタビュー 横山美和さん …p6
◇ 令和7年度千代田区ジェンダーに関する意識・実態調査 …p10

所在地	  〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1　千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5 分
開館時間	 月曜日〜金曜日 午前 9 時〜午後8時　土曜日 午前9 時〜午後5時
休館日	  日曜日、祝日、年末年始
T E L	  03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　03-5211-8846
E メール	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp　　　U R L	  https://miw.city.chiyoda.lg.jp
S N S     Facebook @chiyoda.miw　　Instagram chiyoda.miw

◀MIW講座情報
等をお送りします。
メールマガジン
の登録はこちら
へ

MIW相談室だより

▲︎ MIW相談室

MIWのさまざまな情報を
お届けします

MIWでは広報千代田や区内掲示板のほか、さま
ざまな情報発信をしています。ホームページや
メールマガジン、SNS（Facebook、Instagram）
に加え、MIW公式 YouTubeチャンネルでは
MIWの紹介をご覧いただけます。

まだまだ暑い日が
続いています。

MIWへご来館の際は
暑さ対策を
お忘れなく！


